
定時総会　
日本銅センター賞表彰式を開催
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　日本銅センターは、去る5月31日コートヤード・マリオット銀座東武ホテル（東京都中央区）において
定時総会および理事会を開催し、下記のとおり役員を選出した。

【新任】 会　   長　中里 佳明　  

【新任】 副 会 長　金子　 明　 

【留任】 副 会 長　伊藤 雅彦 

【留任】 専務理事　亀井 隆徳 

　また、同日同会場において第44回日本銅センター賞授賞式を開催した。
受賞者は次のとおり。

●BONZE工房　銅板造形家　赤川 政由
＜銅板を使った作品を通じ、銅の普及とイメージアップに貢献＞

●日本分蜜糖工業会
＜製糖装置に銅や銅合金を使用し、さらに新たな銅合金管の普及に貢献＞

●株式会社シンコー
＜原油タンカーの各種ポンプに銅を使用し、需要促進に貢献＞

●株式会社パイロットコーポレーション
＜さまざまな筆記用具に銅合金を使用し、銅製品の普及と販売促進に貢献＞

●富士工器株式会社
＜LPガス関連機器に銅合金を使用し、需要促進に貢献＞

第4回高機能金属展に出展NEWS　3
　日本銅センターでは、去る4月5日～7日、東京国際展示場
（東京ビッグサイト）において開催された「第4回高機能金属
展」に出展した。
　銅加工メーカー各社の協力を得て、付加価値の高い高性
能伸銅品、高精度加工銅管などを展示。さらに今回初お目
見えとなった日本銅センターによる殺菌商品認定「Cu STAR」
マーク（本誌13ページ参照）も発表され、参観者の注目を集め
ていた。

　今年の4月に鳴り物入りで銀座通り（東京都中央区）にオープン
したGINZA SIX。松坂屋百貨店がその威信をかけた「脱百貨店」を
掲げるこの施設は、銀座最大の複合商業ビルで、新たなランド
マークとして期待がかけられている。
　このGINZA SIXの4階（ファッション&ライフスタイルフロア）に
新潟県燕市の鎚起銅器の老舗「玉川堂」（ぎょくせんどう）
が出店した。同社では、青山に続く都内2店目の店舗
で、天井、床、側壁全面がまばゆいばかりに光り輝く銅
板製。そのデザイン性とともに、店内に揃えられた巧緻を
尽くした製品群は立ち寄る人 を々圧倒していた。
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日本人のものづくりに対するこだわりは留ま
るところを知りません。
今号は音に関する銅製品の取材がふた
つありました。昔から大きな梵鐘も銅鋳物
で作られ僅かな成分や寸法の違いで音
に差が生まれました。現代はそれをコント

ロール出来るようになりました。銅がもつ
特性を最大限に利用しながら今までにな
いものを作ることで更に新しい銅の需要を
喚起出来ることは素晴らしいことです。

編集デスク　森川 純一（日本銅センター）

〈委員長〉磯部剛（古河電気工業（株））
〈委員〉鉱山／村木剛（三菱マテリアル（株））、
菱田謙一郎（パンパシフィック・カッパー（株））、
永田禎彦（日本鉱業協会）
伸銅／米津伸保（（株）神戸製鋼所）、
鎌田俊一（（一社）日本伸銅協会）
電線／　村志登美（（株）フジクラ）、
大木啓一（（一社）日本電線工業会）、
（（一社）日本銅センター）和田正彦、幸洋二、仙田繁

話題のGINZA SIXに「鎚起銅器」の殿堂オープン
…玉川堂
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　日本銅センターおよび日本伸銅協会では、経済産業省が毎年
同省内で開催している「夏休み子どもデー」に今年も参加した。
　去る8月2日、3日の両日行われ、夏休み恒例となったこの
人気イベントに、例年にも増して多くの親子が参加した。
　日本銅センターのコーナーでは、銅の特性にまつわるパネル
展示やさまざまな金属の伝熱・通電実験、さらには暮らしの
中で活躍する多くの銅製品を展示。あっと驚く銅の特性や
楽しい銅製品群に子どもたちの目は輝きつづけていた。

夏休み子どもデー　銅の特性に輝く小さな目NEWS　4

挨拶する中里新会長

受賞者の皆さま

• 日本鉱業協会 会長
• 住友金属鉱山株式会社 代表取締役社長

• 一般社団法人日本伸銅協会 会長
• 株式会社神戸製鋼所 代表取締役副社長

• 一般社団法人日本電線工業会 会長
• 株式会社フジクラ 取締役社長
•一般社団法人日本伸銅協会 専務理事

　財団法人大谷美術館（東京都北区）では、材料表面の
美的評価向上に関する優れた作品および顕著な技術・
業績に対し、毎年「大谷美術館賞」を贈り顕彰している。
　平成28年度については、本誌180号でもご紹介した
（有）モメンタムファクトリー・Orii「高岡銅器の伝統的着色を
応用し、圧延板へ新たな発色技法を確立した建築・建材・
クラフト商品」ほか1件が選ばれ、去る3月3日、大谷美術館
において表彰された。

高岡銅器（有）モメンタムファクトリー・Oriiが
「大谷美術館賞」を受賞
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　神奈川県明訓高校野球部。熱戦のうちに幕を閉じたあ
の甲子園の話ではない。1972年から掲載された人気漫画
「ドカベン」のチームである。
　このドカベンに登場したユニークなキャラクターの面々が
新潟市古町通5番町に銅像として蘇った。作者の水島新
司氏出身の地に造られたもので、通称「ドカベンロード」に
並ぶ計７体。ドカベン、里中、岩鬼、殿馬…。岩鬼のあの打球
音「グワァラゴワガキーン ！」が聞こえてきそうな迫力である。

ドカベン、里中、岩鬼…銅像で蘇った人気キャラクターTOPICS　3

授賞式

アンダースローの里中

ドカベンの山田 葉っぱをくわえた岩鬼

会場に展示された作品


